












 要約   東京都監察医務院における乳児剖検例について、SIDS 診断率で各監察医を分け

ると、大きく 3つの診断傾向に分れた。第一は、死にいくらかでも関連するかもしれない

ような所見・状況がみられた事例は積極的に SIDS から除こうという立場(除外グループ)。

第二は、これらの所見がみられたとしてもそれだけで死を説明する十分な根拠が得られな

い場合はとりあえず SIDS に入れようという立場(許容グループ)。第三はその中間の立場

(中間グループ)である。もちろんこのような立場の差は監察医務院だけのことではなく、

全国の法医・病理医すべてにあてはまるとみてよいだろう。従ってたとえ剖検症例の集計

ですら、SIDS に対する執刀医の考え方によって、乳児急死に占める SIDS の頻度に大きな

差がみられることを十分に認識しなければならない。


